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発  行  浜松文芸館（文責：溝口） 

文芸館主催講座、開講中！ 

６月に入り、たくさんの文芸館主催の講座が始まりま

した。 

「短歌入門講座」・「声であらわす文学作品」・「俳句入

門講座」・夜間講座「手渡そう読書の楽しさ」・「宮沢賢治

童話を楽しむ講座」等、多くの皆様にご参加いただき、 

講師の先生方を中心に、楽しい雰囲気の中で充実した講

座が行われています。 

 また、６月１５日（日）から文芸館主催の講演会「自

分史を書こう」の参加者募集が始まります。講師は「たかはたけいこ氏」（エッセイスト 浜

松百撰連載中、アップルハウス代表）です。多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。 

※ 詳しくは、文芸館（０５３－４７１－５２１１）までお問い合わせください。 

文芸館の四季 

 文芸館は、アジサイの時季を迎えています。館内には 

来館される方からいただいたガクアジサイや、文芸館の 

周りにある色とりどりのアジサイが活けられています。 

 駐車場の西側に咲く「カシワバアジサイ」は、昨年は 

たくさんの花を咲かせたようですが、今年は一つだけ房 

のような花を咲かせています。 

 左の写真は、「シロ

ザクロの花」です。文

芸館の庭に、一本のシロザクロの木がありますが、 

「志賀直哉の自宅にあったシロザクロの実を、藤枝静

男が持ち帰り、種を蒔いたところ、発芽し成長したもの」

という説明が添えられています。 

この時季、和室の窓から、たくさんの花を見ることが

できます。 

 

 

 

 

 



浜松文学紀行   

井上靖と浜松 １ 

 

今年は、「井上靖と浜松」をテーマに書くことにします。『浜松文学紀行』の中で、これまで

４回「井上靖と浜松」について書きましたので、今回はそれを要約して、次回からそのつづき

を書いていくことにします。 

 

両親弟妹と離れ、郷里湯ヶ島の土蔵の中でおかの婆さんと共同生活を送っていた靖は、大

正九（１９２０）年父隼雄の第１５師団歩兵６７連隊への転勤にともない、６年生の３学期途

中から浜松尋常高等小学校（現元城小学校）へ転校し、浜松中学校を受験したが失敗してしま

った。伊豆の豊かな自然の中で毎日遊び暮らしていた靖は、自分の学力のなさを思い知らさ

れた。４月からは、浜松師範学校付属小学校に通い中学合格を目指した。 

高等科一年は全クラス、中学受験に失敗した連中で、授業は受験予備校の観があった。家は町中に

あったが、私は毎日三十分ほどの時間をかけて、鹿谷公園という丘の公園を突っ切って通学した。雨

が降った時だけ郊外電車に乗った。                   （「過ぎ去りし日々」） 

 靖の家は曳馬城址近くの松の木の沢山植わった広い屋敷だった。現在ホテルコンコルドが

建っているところに軽便の元城駅があった。 

付属高等小学校では人が変わったように真剣に勉強した。「短編帽子」に、彼は次のように

書いている。 

私は毎日のように補習授業を受け、暗くなってから家へ帰ると、夕食もそこそこに、あとは自分の

小さい部屋に閉じ籠って机に向かった。（略）自分の一生で本当に真剣になった時期があったとすれば、

この浜松での一年間ではなかったかと思う。 

靖がこんなに勉強したのは、父母の監視下にあったこともあるが、それ以上に「今度も中学

校に入れなかったら、自分が今まで育ってきた郷里の田舎に対しても、田舎の小学校に対し

ても悪いという気持ちの方が強かった」からであった。猛勉強の甲斐あって、思いがけず彼

は、首席で浜松中学校（現浜松北高等学校）に入学することができた。 

昭和４５年「新潮」３月号の「わが体験」欄に、靖は「容（ゆる）さざる心」という一文を

寄せている。 

掲示板にはりだされているたくさんの合格者の中に自分の名を発見すると、私は校門を出て、あと

はふらふらと夢遊病者のようにその小さい地方都市の町という町を歩き回った。繁華地区に出たり、

神社の境内にはいったり、また町に出て書店を覗いたり、坂道を上ったり，降ったりした。夕方町外

れの盛り場で興行ものの絵看板を見ている時、漸く家のことを思い出して、春の明るい薄暮の中を家

へ向かって歩き出したのであった。私はその日ほど完全に春を満喫したことはないと言っていい。ど

こへ行っても春であった。 

苦しい受験勉強から解放されて晴れて中学生になる喜びと、田舎の小学校の汚名を返上で

きた安堵の気持ちが心地よく伝わってくる。 

 

浜松文芸館「文学散歩」講師：和久田雅之 


